
セメスター到達目標

①栄養士に必要な知識を統合できる。
②食に関わる問題を分析し、解決することができる。
③栄養士としての倫理観・社会貢献を理解している。
④栄養士として活躍するために生涯にわたり学ぶ姿勢を身に付けている。

2年後期

①栄養士として必要な実践的知識・技能を身に付けている。
②対象者に正確な情報を的確に伝えることができる。
③他者と協調・協働することができる。
④栄養士に必要な知識・技能を活用して課題を発見し解決することができ
る。

2年前期

①食品・栄養・人体に関する応用的知識を習得している。
②自分の考えを他者に伝えることができる。
③他者の言葉や気持ちを理解し、思いやりを持った行動ができる。
④食品・栄養・人体に関する基礎的知識を応用できる。

1年後期

①食品・栄養・人体に関する基礎的知識を習得している。
②他者とコミュニケーションをとることができる。
③教養・社会人マナーの必要性を理解している。
④食と栄養に関わる現状を認識し、栄養士として貢献したいという“意思”
を持っている。

1年前期

全学共通科目

4　食と健康、食とスポーツ、食とライフス
テージに関する課題解決能力を高めるた
めに「栄養の指導」、「スポーツ栄養」、
「栄養と健康」に関する科目を配置する

1　社会人としての教養(基礎知識)を高め
るために、全学必修の「茶道文化」「社会
人基礎入門」を配置する。
　　他者を理解し、尊重することができる
社会性を養うために学科の専門科目内で
のグループワーク型授業を配置する

2　栄養士に必要な専門知識を習得する
ために栄養士養成規定科目を配置する

3　栄養士の業務に必要なコミュニケー
ション能力、プレゼンテーション能力、コー
チング能力を高めるために、「給食の運
営」、「栄養の指導」に関する科目を配置
する

5　学修体験を統合するために、「総合演
習」、「栄養士実務技術演習」を配置する

食物科栄養士コースのディプロマポリシー
人間性と品格を備えた社会人として行動できる。

対話型授業を～、アクティブ・ラーニングの～、法令と専攻事例によって～、課題発見と課題解決を～、多角的な成績評価によって～、

シラバスによる目標・計画などの明確化、アクティブ・ラーニング、厳正な成績評価、ＧＰＡ・ポートフォリオを用いた到達度の総合評価

給食経営管理論

運動生理学

発展

専門

基盤

基礎

・

専門

栄養士に必要な基礎的・専門的な知識や技能

を身につけている。

栄養士の業務に必要なコミュニケーション能力、

プレゼンテーション能力、コーチング能力を身に

つけている。

学修経験をもとに、目標とする栄養士像に近

づくために自身を向上させることができる。

カリキュラムポリシー

（実施の方針）

カリキュラムポリシー

（教育課程編成の方

茶道文化Ⅰ（社会人基礎入門A）／

心理学／ビジネスマナー

基礎化学

コンピュータ演習Ⅰ

コンピュータ演習Ⅱ

英語コミュニケーションⅠ

英語コミュニケーションⅡ

スポーツ科学

解剖生理学Ⅰ／生化学

公衆衛生学

解剖生理学Ⅱ

食品学Ⅰ

食品学Ⅱ

基礎栄養学

応用栄養学

食品衛生学

臨床栄養学総論

臨床栄養学各論

臨床栄養学実習

栄養指導論実習Ⅰ

栄養指導論実習Ⅱ

栄養指導論Ⅱ

栄養指導論Ⅰ

学外実習事前・事後指導

調理学実習Ⅲ

調理学

スポーツ栄養学

スポーツ栄養学実習Ⅰ

スポーツ栄養学実習Ⅱ

総合演習A

社会福祉概論

栄養士論Ⅰ・栄養士論Ⅱ

調理学実習Ⅰ

調理学実習Ⅱ

公衆栄養学

調理学実習Ⅳ

現代の食に関わる様々な課題を発見・理解・分

析し、解決に取り組むことができる。

解剖生理学実習／生化学実習

応用栄養学実習

学外実習事前・事後指導

食品衛生学実習

食品学実習

応用栄養学

基礎栄養学

総合演習Ｂ

総合演習Ｃ

学外実習Ⅰ・Ⅱ

給食経営管理実習Ⅰ・Ⅱ

基礎化学実習

２０１８ 食物科栄養士コース

履修系統図



セメスター到達目標

1 製菓衛生師として身に付けなければならない、専門的な知識の修得が
できる（製菓衛生師国家試験合格）
2 菓子製造の中、スムーズに作業を進める上でお互いにｻﾎﾟｰﾄができる
ような声掛け、動きをとることが出来る
3 豊かな教養を身につけ、菓子製造の職業人として汎用性を身に付けて
いる
4 菓子製造を中心に食の演出ができる知識・技術を身に付け、自らが考
えたお菓子を製造することが出来る
5 自らの考案した菓子製品が、対象のお客様のﾆｰｽﾞに合った商品である
か、またその場にふさわしいものであるか分析し、その結果に基づき改良
につなげることができる

2年後期

1 「食(菓子）」を提供する立場として食の安全性における重要性、さらに公
衆衛生の向上に責任をもつことの大切さを理解することが出来る
2 協同作業を行う上で、どのような声掛けが有効であるか、また行動が必
要であるかを理解することが出来る
3 文書作成などにITを活用することが出来るとともに、ｻｰﾋﾞｽ業で必要とさ
れるマナーを身に付けることが出来る
4 基本的な菓子に関して、確実に製造ができる知識と技術を身に付ける
ことが出来る
5 作りたい菓子製品を実現させるためにどのような手法が望ましいか考
え、製造することができる

2年前期

1 社会における「食」にかかわる問題に意識を向け、安全な食品を提供す
ることに対して理解を深めることが出来る
2 集団の中でより良い人間関係を築くためのコミュニケーション能力を身
に付けている
3 文章や言葉の要点をつかみ理解することが出来るとともに、その場にふ
さわしい服装や言葉使いができる
4 多種多様な菓子材料、および製造機器などに対して理解を深め、適切
な作業ができるようになる
5 自らの発見した課題、疑問点を解決する方法を探り、行動に移すことが
できる

1年後期

1 「衛生」の定義や考え方について学び、菓子製造の立場から意義を考
える習慣を身に付けることが出来る
2 笑顔で挨拶し、他者の言葉や気持ちを理解し、誰とでも気持ち良く付き
合うことができる
3 教養の必要性を理解し自ら学ぶ姿勢を身に付け、更に日本の伝統や文
化に関心を寄せることができる
4 食材に対する基本を学びながら、菓子製造の基本技術を身に付けるこ
とが出来る
5 菓子を製造する中で、疑問点や自らの課題を発見する習慣を身に付け
る

1年前期

全学共通科目

１．基礎的な学力を身につけ、社会の出来事に興味を持ち積極的に学び続けるために「茶道文化」「社会人基礎入門」などを配置する
２．製菓製造に関わる専門的知識を身につけ、安定した菓子製造に使える包括的な理解ができるために「食品衛生学」「製菓理論」をはじめとする製菓衛生師専門関連科目を配置する
３．製菓製造の場面での自分の役割を理解し、協働作業ができるために「製菓実習」「調理実習」などを配置する
４．専門的知識・技能を応用し、課題解決のためのアイデアを構想し、実行できるために「製菓店経営概論」「総合演習」「ビジネスマナー」などを配置する
５．菓子製造に関する学修体験をもとに、自己のキャリアを主体的にデザインすることができるために「製菓実践演習」「カフェ学」「総合演習」などを配置する

講義を中心に、小テストや筆記
試験などを通じて知識の定着を

図る
アクティブラーニング 法令に準じて事例を用いる 法令に準じて事例を用いる

学生が主体となり課題を設け、
実践を行う総合演習、課外活動

専門教育科目

製菓理論Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ

製菓実習Ⅲ・Ⅳ

食品衛生学実験

食物科製菓コースのディプロマポリシー

キャップストーン科目 総合演習Ⅰ・Ⅱ

発展

専門

基盤

基礎

・

専門

カリキュラムポリシー

（実施の方針）

カリキュラムポリシー

（教育課程編成の方

茶道文化Ⅰ（社会人基礎入門B）／茶道文化Ⅱ／茶道文化Ⅲ／茶道文化Ⅳ／社会人基礎入門A

豊かな人間力

人間性と品格を備えた社会人とし

て行動できる。

豊かな専門的知識や技能

製菓製造に関わる専門的知識や技能

を身につけ、安定した菓子製造に使え

コミュニケーション能力

菓子製造の場面での自分の役割を

理解し、協働作業ができる。

主体的に学ぶ力

菓子製造に関する学習体験をもと

に、自己のキャリアを主体的にデザ

基礎教育科目

コンピュータ演習Ⅰ

英語コミュニケーションⅠ

フランス語Ⅰ

日本語Ⅰ

心理学

スポーツ実習Ⅰ

専門教育科目

製菓店経営概論

基礎教育科目

コンピュータ演習Ⅱ

専門教育科目

衛生法規

公衆衛生学

Ⅲ・Ⅳ

食品衛生学

Ⅲ・Ⅳ

課題解決能力

専門的知識・技能を応用し、課題解決

のためのアイディアを構想し、実行で

専門関連科目

ホスピタリティ論

専門教育科目

食品学

栄養学

公衆衛生学Ⅰ・

Ⅱ

食品衛生学概

論・Ⅰ・Ⅱ

専門教育科目

製菓理論Ⅰ・Ⅱ

製菓実習Ⅰ・Ⅱ

専門関連科目

調理実習Ⅰ・

Ⅱ

専門関連科目

製菓実践演習

カフェ学Ⅱ

専門関連科目

トータルコーディネート

専門関連科目

カフェ学Ⅰ

専門関連科目

ビジネスマナー

基礎教育科目

コンピュータ演習Ⅰ

英語コミュニケーション

Ⅱ

フランス語Ⅱ

日本語Ⅱ

専門関連科目

インターンシップ

２０１８ 食物科製菓コース

履修系統図



セメスター到達目標

豊かな感性を持ち、日常生活において社会常識のある行動ができる。
実践的な経験を踏まえて、見通しをもって保育を計画・立案することがで
きる。
保育者の専門性を生かし、良好な人間関係を構築することができる。
課題解決に向けて有効な解決策を構想し、実践する力を身につけてい
る。
保育者としての使命感を自覚し、自らの保育観を確立するために、常に学
び続ける姿勢を身に付けている。

2年後期

他者の立場を尊重し、共感的に行動ができる。
身に付けた知識と技能を子どもの発達段階に応じて保育に活用できる。
相手の置かれた状況や気持ちを理解し、積極的に対応することができる。
実習を通して、理論と実践の関わりを意識し、課題を分析して本質をとら
えることができる。
実習を踏まえて理想とする保育者像をイメージしながら自己分析を行い、
自己課題を明らかにすることができる。

2年前期

地域の一員としての自覚を持ち、計画性と自律性のある行動ができる。
保育・教育に関する基礎的な学びを通して、保育現場に必要な知識や技
術の重要性について理解する。
他者の意見やアドバイスを柔軟に受け入れることができる。
保育者の視点から解決すべき課題に気づき、必要な情報を収集し、整理
することができる。
地域社会への貢献と子どもを取り巻く環境・課題について関心を持ち、教
育・保育との関係を理解することができる。

1年後期

保育者を目指すものとして規則正しい生活習慣を維持することができる。
子どもの健全な心身の発達を支援するために保育や福祉の基本理念を
理解している。
様々な立場の人に親しみをもって接することができる。
子どもを取り巻く環境の変化や諸問題について関心を持ち、保育者の役
割について理解することができる。
子どもの育ちに関わる楽しさや喜びを知り、学ぶ意欲を高めることができ
る。

1年前期

全学共通科目

1　大学教育の学びの基礎を養うため
に、基礎教育科目を配置する

2　保育・教育の本質と目的、保育の内
容と方法に関する科目を配置する。

3　保育の対象の理解、他者との協力や
理解を深めるための科目を配置する

4　保育者としての課題解決能力を養う
ために、保育に関する科目や実習等の
科目を配置する

5　保育者としての問題解決能力や総合力を養
うために、保育に関する科目や総合演習を配
置する

保育学科保育専攻のディプロマポリシー

人間性と品格を備えた社会人として行動できる

学び

の振

り返り

と定

着

学び

の

礎

学び

の

実践

保育に関する専門的知識・技能を修得し、体系

的な理解ができる

保育の対象を理解し、保育にかかわる様々な

人々と協働する力を身に付けている

保育に関する専門的知識・技能を応用し、

様々な課題を解決する保育実践力を身につ

けている

カリキュラムポリシー

（実施の方針）

カリキュラムポリシー

（教育課程編成の方

英語Ⅰ

教育方法論

子どもの保健Ⅰｂ

保育内容演習Ⅰ（人間関係）

保育内容演習Ⅰ（環境）

子どもと音楽Ⅲｂ（ピアノ・楽典）

保育実践演習（教職実践演習）（幼稚園）

自己課題を探求し、地域の保育の発展と向上

のために学び続ける力を身につけいる

教育内容・教育方法・学習方法については以下の通り定めます。

（１） 教育内容

児童福祉法施行規則ならびに教育職員免許法施行規則を遵守し、教養科目や保育に関する専門科目を体系的に配列した教育課程の中で、必修科目や選択科目の内容に沿った教育を実施します。

（２） 教育方法・学修方法

学期（セメスター）毎に、講義、演習、実習、実技を適切に配置し、実務家教員による授業、反転授業、フィールドワークなどのアクティブラーニング型授業の展開に努めます。

学生の学び(学修成果)の確認と定着を促すために、各種の試験・課題・レポート等による多元的な評価を行い、結果を迅速に学生にフィードバックするよう努めます。

保育学科保育専攻のディプロマポリシー

人間性と品格を備えた社会人として行動できる

学び

の振

り返り

と定

着

学び

の

礎

学び

の

実践

保育に関する専門的知識・技能を修得し、体系

的な理解ができる

保育の対象を理解し、保育にかかわる様々な

人々と協働する力を身に付けている

保育に関する専門的知識・技能を応用し、

様々な課題を解決する保育実践力を身につ

けている

カリキュラムポリシー

（実施の方針）

カリキュラムポリシー

（教育課程編成の方

日本国憲法

女性学

実践国語演習

スポーツ科学

コンピューター演習

スポーツ実習

学級経営論

保育の心理学Ⅰ

子どもの保健Ⅱ

乳児保育Ⅰ

保育相談

子どもと音楽Ⅰa（ピアノ・楽典）

児童家庭福祉Ⅰ

社会福祉

保育者論

社会的養護

子どもの食と栄養

保育内容演習Ⅰ（健康）

保育内容総論

カリキュラム論

総合保育技術Ⅳa／Ⅳb／Ⅳｃ

保育実習Ⅰ（施設）

総合保育内容Ⅱ（保育教材研究a）

教育実習Ⅱ

実習指導（保育実習指導Ⅰ・教育実習指導）

国際コミュニケーション演習Ⅱ

保育の心理学Ⅱ

子どもの保健Ⅰｂ

保育内容演習Ⅰ（表現音楽）

保育内容演習Ⅰ（表現造形）

保育内容演習Ⅰ（言葉）

総合保育技術Ⅱ

総合保育内容Ⅱ（保育教材研究b）

子どものリズム

子どもと音楽Ⅰb（ピアノ・楽典）

子どもと音楽Ⅱ（歌唱）

子どもと音楽Ⅲa（ピアノ・楽典）

子どもと造形ｂ

子どもと運動

子どもと言語

子どもと暮らし

保育実習Ⅲ

保育実習Ⅱ

保育実習指導Ⅲ

保育実習指導Ⅱ

卒業研究Ⅰ

卒業研究Ⅱ

保育原理

国際コミュニケーション演習Ⅰ

臨床心理学

社会的養護内容

障がい児保育

相談援助

教育原理

教育方法論

家庭支援論

茶道文化Ⅰ

茶道文化Ⅱ

茶道文化Ⅲ

茶道文化Ⅳ

社会人基礎入門Ａ（地域と大学・Ａ

子どもと造形a

自己課題を探求し、地域の保育の発展と向上

のために学び続ける力を身につけいる

教育内容・教育方法・学習方法については以下の通り定めます。

（１） 教育内容

児童福祉法施行規則ならびに教育職員免許法施行規則を遵守し、教養科目や保育に関する専門科目を体系的に配列した教育課程の中で、必修科目や選択科目の内容に沿った教育を実施します。

（２） 教育方法・学修方法

学期（セメスター）毎に、講義、演習、実習、実技を適切に配置し、実務家教員による授業、反転授業、フィールドワークなどのアクティブラーニング型授業の展開に努めます。

学生の学び(学修成果)の確認と定着を促すために、各種の試験・課題・レポート等による多元的な評価を行い、結果を迅速に学生にフィードバックするよう努めます。

保育の心理学Ⅰ

子どもの保健Ⅰa

児童家庭福祉Ⅰ

子どもの食と栄養

保育相談支援

保育学特別演習

保育実習Ⅰ（保育所）

教育実習Ⅰ

日本国憲法

女性学

総合保育技術Ⅲa／Ⅲb／Ⅲｃ

総合保育技術Ⅰ

２０１８ 保育学科保育専攻

履修系統図



セメスター到達目標

1 介護の職業人としての基本的な素養を身につけている
2 生活課題を系統的に判断して、具体的な介護目標を設定すること
ができる
3 積極的な関心、適切な関与により介護が必要な人の潜在能力を
引き出すことができる
4 実習等で得られた課題を適切に判断して介護を実践することがで
きる
5 介護福祉士としての職業倫理を尊重し、研鑽を積むことができる

2年後期

1 介護が必要な人の人間関係における複雑な思いに適切に配慮
し、信頼関係を築くことができる
2 介護の流れを理解し、対象者に合わせた介護を導くことができる
3 記録や報告等の文書の作成を適切に行うことができる
4 実習等において解決すべき課題を発見し、介護実践することがで
きる
5 介護福祉士の社会的役割と倫理について認識し、地域とつなが
る大切さを理解できる

2年前期

1 周りの人に対する思いやりをもって関係を作ることができる
2 基礎的な介護福祉の知識・技能を理解・習得することができる
3 自分自身の理解に努めるとともに、相手を理解することができる
4 介護に関する課題を見出し、それについて考察・意見を述べるこ
とができる
5 介護が必要な人の思いを理解し、家族・地域・社会との関係性に
も視野を広げることができる

1年後期

1 興味を持って意欲的に学習し、学び続ける態度を身につけている
2 基礎的な介護福祉の知識・技能の必要性を理解し、説明すること
ができる
3 コミュニケーションにおける信頼関係構築の重要性を認識し、状
況に応じて適切な挨拶や言葉づかいができる
4 介護福祉に関する様々な事象に関心を持つことができる
5 人権擁護の視点を大切にし、人間理解の基本的な姿勢を身につ
けている

1年前期

全学共通科目

1　人間力を養うため、「茶道文化」「社会人基礎入門」をはじめとした基礎科目、「人間の尊厳と自立」「人間関係とコミュニケーション」「介護の基本」などの専門科目を配置する
2　専門的知識と技能を養うため、介護の領域として「介護の基本」「生活支援技術」など、こころとからだのしくみの領域として「こころとからだのしくみ」「医療的ケア」など、人間と社会の領域として
「社会の理解」など、順次性と系統性を考慮しながら配置する
3　コミュニケーション能力を養うため、基礎的な知識の習得を目指して「コミュニケーション技術」を配置し、また、コミュニケーション能力を発揮する機会として「介護実習」を配置する
4　課題解決能力を養うため、「介護過程」を配置し、「介護の基本」「生活支援技術」といった知識と技能の習得に関する科目と「介護実習」をつなぐ
5　主体的に学ぶ力を養うため、実習前後の準備と事例研究の作成を行う「介護総合演習」と59日間の「介護実習」を配置する

英語

こころとからだA,B,C,D

障害の理解Ⅱ

介護総合演習Ⅱ

介護総合演習Ⅰ

介護の基本A

保育学科介護福祉専攻のディプロマポリシー

対話型授業を～、アクティブ・ラーニングの～、法令と専攻事例によって～、課題発見と課題解決を～、多角的な成績評価によって～、

シラバスによる目標・計画などの明確化、アクティブ・ラーニング、厳正な成績評価、ＧＰＡ・ポートフォリオを用いた到達度の総合評価

習熟

応用

実践

基礎

理解

基礎

実践

カリキュラムポリシー

（実施の方針）

カリキュラムポリシー

（教育課程編成の方

茶道文化Ⅰ（社会人基礎入門A）／茶道文化Ⅱ／茶道文化Ⅲ／茶道文化Ⅳ／社会人基礎入門B

人間と社会
基礎教育科目（選択）介護 実習 医療的ケアこころとからだのしく

介護実習Ⅱ

介護実習Ⅰ

介護過程Ⅲ

介護過程Ⅰ

生活支援技術D

生活支援技術A,B

コミュニケーション
B

コミュニケーションA

介護の基本C

介護の基本B

社会の理解Ⅱ

人間の尊厳と自立

生活支援技術C

人間関係とコミュニ

介護過程Ⅳ

社会の理解Ⅲ

認知症の理解B

認知症の理解A

発達と老化の理解Ⅱ

発達と老化の理解Ⅰ

医療的ケアC

医療的ケアA,B 福祉文化

文書資料講読

コンピュータ演習

スポーツ科学女性学

確かな専門的知識や技能

介護福祉の専門的な知識と技能を修得

し、体系的な理解ができる

コミュニケーション能力

介護が必要な人や家族、職場の同職種・

多職種及び地域の人とコミュニケートす

ることができる。

課題解決力

（実践力）

専門的な知識や技能を用いて本人や家

族のエンパワメントを見出し、自立を支え

主体的に学ぶ力

自分の介護観や理想とする介護福祉士

像になるためにキャリアデザインすること

ができる。

心豊かな人間力

人間性と品格を備えた社会人として行動

できる

人間関係とコミュニケーション

人間の尊厳と自立

社会の理解Ⅰ

生活支援技術A,B

介護過程Ⅱ

介護実習Ⅰ

認知症の理解A

障害の理解Ⅰ

２０１８ 保育学科介護福祉専攻

履修系統図



セメスター到達目標

１．多文化理解力
①先入観・偏見のない国際的視野や価値観を持つ。
②自国の文化に誇りを持ち、異文化の観点も交えながら理解を深め、さらに英語で発信できる。
③英語（中国語・韓国語・日本語）で異文化圏の人々と普通に歴史・文化などの話をすることができる。
④培った異文化理解力を卒業後のキャリアへの繋げる。
２．コミュニケーション力
＜日本人＞英検２級レベル入学者：TOEIC(CASEC)700点、英検準２級レベル入学者：TOEIC(CASEC) 600点、英検３級レベル入学者：TOEIC(CASEC) 400点
韓国語受講者：TOPIKⅡ（３〜６級）　150点、中国語受講者：HSK中国語検定3級
＜留学生＞留‐JLPT試験N1合格100点、N2合格90点以上を目指す。個人の能力に応じたｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力を身につけ、卒業後の進路に生かす。
３．キャリアデザイン力
＜日本人＞①実際に外国人に日本語を教える
②この2年間の学びをまとめ、その後のキャリアの方向性について確認する就職活動を実践し、そのまとめを行う
＜留学生＞短大卒業後の自己の生き方について意思表示できる。
４．課題解決力
＜日本人＞実践力（検証・改善）
　「発展期」に実施たプロジェクトの実施内容を検証し、改善点の洗い出しなどを含めて、次年度実施するプロジェクトへの提案をすることができる。
＜留学生＞問題解決のプロセスを俯瞰し、解決策の実施を自らステップを踏んで遂行しし、長崎短期大学で学習した知識を活用して、問題を解決する力を身につける。

2
年
後
期
8
Q

１．多文化理解力
①日本人と留学生とのpeer studyを通じ、異文化間の違いを理解し、話し合える。
②英語（中国語・韓国語・日本語）でわかりやすく自国の慣習や文化について発信できるようになる。
③国、民族、文化の違いを超え、互いに認め合う寛容さを身につけ、異文化間で恊働できる。
④自分の経験した異文化体験を日常的に話題の中に盛り込める。
２．コミュニケーション力
＜日本人＞英検２級レベル入学者：TOEIC(CASEC) 690点、英検準２級レベル入学者：TOEIC(CASEC) 580点、英検３級レベル入学者：TOEIC(CASEC)  380点
韓国語受講者：TOPIKⅡ（３〜６級）　120点、中国語受講者：HSK中国語検定3級
＜留学生＞留‐検定試験を受ける準備期間として、不足している学習を再点検する。
また、進学や就職活動の準備を進める。
ＪＬＣＰにおいてＮ１(１００）・Ｎ２(９０点)合格を目指す。
３．キャリアデザイン力
＜日本人＞①外国人に日本語を教える基本的な力を身につける
②実際に英語でプレゼンテーションをする
③就職活動を実践し、そのまとめを行う
＜留学生＞短大卒業後の進路について準備を終了し、自己の生き方について考えることができる。
４．課題解決力
＜日本人＞実践力（実践行動・修正・調整）
計画に基づいて、実際のプロジェクトを実行する。実施にあたり、プロジェクトの実施状況に合わせて、修正や調整もおこなうことができる。
＜留学生＞状況や場面に即して、日本語で伝えたいことを伝えたい相手に、的確な手段を用いて伝えることができる。また、課題解決するために、自らスケジュールなどを
作成することができる。

2
年
後
期
7
Q

１．多文化理解力
①日本人、留学生が協働して国際事情を比較検証することにより、新たな視点や価値観、情報を得る。
②国際的チームワーク、協調性、問題解決力を向上させる。
③調査、まとめ、発表能力を高め、自分の意見を、異なる文化を持つ個人に理解してもらう発信能力を身につける。
④次の予定者（新１年生）と積極的にコミュニケーションを図り、自分の経験について話す。
２．コミュニケーション力
＜日本人＞英検２級レベル入学者：TOEIC(CASEC) 665点、英検準２級レベル入学者：TOEIC(CASEC) 550点、英検３級レベル入学者：TOEIC(CASEC) 350点
韓国語受講者：TOPIKⅡ（３〜６級）　100点、中国語受講者：HSK中国語検定2級
＜留学生＞留ー日本人や他国の留学生と積極的にｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝをとり自分の意見を表現することができる。進学や就職のための履歴書作成ができるようにする。
ＪＬＰＴにおいてＮ２（９０点）・Ｎ３(９５点）合格を目指す。
３．キャリアデザイン力
＜日本人＞①自己の具体的な進路計画を実施するにあたり、就職活動や留学・編入の準備を行う。②児童に実際に英語を使って教える
＜留学生＞①短大卒業後の進路について最終的な判断を下し、その準備を進めることができる。②ワード、エクセルで履歴書、志望動機書等の概略を作成できる。
４．課題解決力
＜日本人＞計画立案力（リスク分析）
　「定着期」の計画評価をベースに、社会心理的な見地からも、実際に現地でのシュミレーションを含めて、徹底的にリスク分析をおこなうことができる。
＜留学生＞さまざまな条件・制約を考慮しながら問題解決までのプロセスを構想し、その過程で想定されるリスクや対処方法を構想することができる。また、日本語で自分
の考えたことを発表し、人と話し合い、議論することができる。

2
年
前
期
6
Q

外国語検定

１．多文化理解力
①国際情勢や時事問題に広くアンテナを張り、興味を持つ。
②自分の異文化体験も参考に、様々な現代事情を比較することにより国際情勢を理解する。
③統計データ、情報の信頼性に関してバランスのとれた理解や判断ができるようになる。
④自分の異文化体験の成果物を発表する。
２．コミュニケーション力
＜日本人＞英検２級レベル入学者：TOEIC(CASEC) 640点、英検準２級レベル入学者：TOEIC(CASEC) 520点、英検３級レベル入学者：TOEIC(CASEC) 320点
韓国語受講者：TOPIKⅠ（１〜２級）　150点、中国語受講者：HSK中国語検定2級
＜留学生＞留－自己のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力を確認し目標設定をする。言語知識(語彙）では1000語以上を理解するようにする。
上級者は、日本留学試験受験を目指し、２５０点（４００満点）以上を習得することで、国内大学への編入学や日本での就職の土台づくりをする。
３．キャリアデザイン力
＜日本人＞①自己の具体的な進路計画を実施するにあたり、就職活動や留学・編入の準備を行う。
②児童に英語を教えるための基本的な能力を身につける。③英語を使ってプレゼンテーションする能力を身につける
＜留学生＞①短大卒業後の進路について資料を取り寄せ、内容を理解することができる。
②ワード、エクセルで日本語日本語文書を作成でき、パワーポイントで自分の進路に関する基本的なプレゼンテーションができる。
４．課題解決力
＜日本人＞計画立案力（計画評価）
　「検証期」に設定した目標やシナリオをベースに、実際に現地でのシミュレーションを含めて、自分たちが計画したプランを様々な方向から評価することができる。
＜留学生＞外国人としての角度あるいは国際的視野から日本文化、社会などをとらえ、その背後に隠れている歴史、形成経緯や原因について考察し、解決すべき課題を
発見することができる。また、やるべきことを緊急度と重要度の観点から捉えることができる。

2
年
前
期
5
Q

１．多文化理解力
①日誌や記録ノート等を基に実践タームの異文化体験（カルチャーショックなども含め）を振り返り検証する。
②異文化体験をまとめ、レポート、プレゼンなどの成果物を作成する。
③学内での日本人と留学生との交流を通じ、さらに異文化事情の理解を深める。
２．コミュニケーション力
＜日本人＞英検２級レベル入学者：TOEIC(CASEC)615点、英検準２級レベル入学者：TOEIC(CASEC) 490点、英検３級レベル入学者：TOEIC(CASEC) 290点
韓国語受講者：TOPIKⅠ（１〜２級）110点、中国語受講者：HSK中国語検定2級
＜留学生＞留‐JLPTを受け、N3合格95点.N2合格90点以上を目指す。自己の能力を知り、次のステップへの目標を設定する。
３．キャリアデザイン力
＜日本人＞①インターシップ経験を振り返り、自分に足りなかった能力や技術についてまとめる。②自分の課題を発見し、年度内の具体的な目標を設定する。
＜留学生＞①短大卒業後の進路について再考し、具体的な計画を立てることができる。
４．課題解決力
＜日本人＞計画立案力（目標設定・シナリオ構築）
　「実践期」に体験したことをベースに、検証を行い、実際に地域活動で行うプロジェクトの目標を設定し、シナリオを構築することができる。
＜留学生＞日本の新聞や日本語のグラフなどを読み、客観的にかつ多角的に整理・分析することができる。また、複数の表やグラフから読み取れることを比較検討するこ
とができる。自分の意見を日本語で発表することができる。

1
年
後
期
4
Q

１．多文化理解力
―
２．コミュニケーション力
＜日本人＞英検２級レベル入学者：TOEIC(CASEC) 590点、英検準２級レベル入学者：TOEIC(CASEC) 460点、英検３級レベル入学者：TOEIC(CASEC)  260点
韓国語受講者：TOPIKⅠ（１〜２級）90点、中国語受講者：HSK中国語検定2級
＜留学生＞留‐インターンシップ等に積極的に取り組み、実践的な会話を体験する。留‐個人の能力に応じた検定試験への取り組み
３．キャリアデザイン力
＜日本人＞
①インターシップ経験により、社会で実際に求められる「基本的」な力を身につける。
②インターシップ経験により、社会で実際に求められる「実践的」な力を身につける。
③インターシップ経験により、社会で実際に求められる「自ら能動的に行動できる力」を身につける。
＜留学生＞
①日本社会で通用する職業観、職業意識を知り、それをもとに実践することができる。
４．課題解決力
＜日本人＞実践期（情報収集・本質理解・原因追求）　留学、インターンシップ、サービスラーニングを実際に体験することにより、「準備期」、「導入期」に学んだことの確認
を行うことができる。
＜留学生＞日本語の文章や情報を読み取り、文献や資料の概要を要約することができる。また、先生や先輩たちにノウハウを教えてもらい、データ整理の仕方や、それら
を正確に言語化する語彙力などを身につける。

1
年
後
期
3
Q

１．多文化理解力
①異文化圏の人々の多様性を理解し、自分なりに受容できるようになる。
②再認識した自国の文化の特性を見直し、異文化間交流の際の助力にできるようにする。
③実践タームの国内外学外実習に向けての準備（現地での衣食住、生活習慣の前知識、ホームステイ先との連絡等）をする。
④経験者（２年生）と積極的交流し、学外学修体験に備える。
２．コミュニケーション力
＜日本人＞英検２級レベル入学者：TOEIC(CASEC) 565点、英検準２級レベル入学者：TOEIC(CASEC) 430点、英検３級レベル入学者：TOEIC(CASEC) 230点
韓国語受講者：TOPIKⅠ（１〜２級）　60点、中国語受講者：HSK中国語検定1級
＜留学生＞留ー個人の能力に応じて日本語の基礎的な力(語彙力、文法、聴解）を確実なものにする。言語知識(語彙）では1年間で500語程度を理解できるようにする。
３．キャリアデザイン力
＜日本人＞自己理解と基本的な職業理解　①自分の適性・適職に基づいて、2年間の学びとその後のキャリア計画を立てる。
②社会で必要とされるビジネスマナーの基礎を身につけ実際に行動できるようにする。③ビジネス文書を実際に書くことができるようになる。
④具体的な職業理解の１つとしてホテル業について理解する。⑤国際社会で求められるホスピタリティについて知る
＜留学生＞①短大卒業後の進路について、おおまかな計画を立てることができる。②日本社会における基本的なマナーの重要性を理解し、その用語及び所作を習慣とし
て身につける。
③ワード、エクセルで基本的な日本語の文書作成ができる。④日本のビジネス全体に通用する日本語を身につける。
４．課題解決力
＜日本人＞課題発見力（本質理解・原因追求）　自分の考え、一つの可能性、一つのものの見方にとらわれず、色々な角度から事を考え、話し合いを行い、ことの本質を理
解し、原因を追求することができる。
＜留学生＞課題発見・課題解決に向けて、日本での留学生活に適応するという観点から、ソーシャルメディアなど、適切な手段を用いて情報を収集・調査し、それらを自ら
整理・保存する力を身につける。また、情報を集める時、直接日本語で人に会って話を聞く会話力を身につける。

1
年
前
期
2
Q

１．多文化理解力
①日本人と留学生との合同授業で多様な文化や価値観の違いを知る。
②多文化の観点から見た自国の文化の特徴を再認識する。
③日本人と留学生とのグループワークによりコミュニケーション能力・リーダーシップ・責任感・協調性を醸成する。
④プレゼン作成により調査・まとめ・発表能力をつける。
⑤経験者（２年生）のプレゼン・発表を聴き情報を得る。
２．コミュニケーション力
＜日本人＞英検２級レベル入学者：TOEIC(CASEC) 540点、英検準２級レベル入学者：TOEIC(CASEC) 400点、英検３級レベル入学者：TOEIC(CASEC) 200点
韓国語受講者：TOPIKⅠ（１〜２級）　30点、中国語受講者：HSK中国語検定1級
＜留学生＞留－自己のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力を確認し目標設定をする。日本の生活に慣れるため、基本的な会話に習熟する。日本語能力試験(以下JLPＴ）において、上級者はＮ
２、中級者はＮ３取得を目指す。
３．キャリアデザイン力
＜日本人＞①自分自身を知ることで、自分の適性・適職について理解を深める。②社会で必要とされるビジネスマナーの基礎を身につける
③社会で必要とされる基本的な、読み書きの基礎を身につける。④短大生活をどのように過ごすのかということについて自分で計画をたてる
＜留学生＞①短大留学の目的を自覚し、卒業後の進路について考えることができる。②日本社会における基本的なマナーの重要性を知り、その用語及び所作を知る。
③日本語入力によるワード、エクセル基本的操作ができる。④日本のビジネス全体に通用する基本的な日本語を身につける。
４．課題解決力
＜日本人＞課題発見力（情報収集）　大学生として、また社会人として、正しく情報を収集し、適切な分析を行う力を養うことができる。同時に、獲得した情報をもとに、地域
での活動を行う際の課題を発見する力を養うことができる。
＜留学生＞課題発見・課題解決に向けて、日本での留学生活に適応するという観点から、図書館などを活用し、長崎短期大学や国際コミュニケーション学科などに関する
情報を収集・調査することができる。また、講義を聞いてノートを取り、役に立ちそうな情報をメモすることができる。

1
年
前
期
1
Q

全学共通科目

地域社会・国際社会の理解と振興についての考
え方を修得し、課題解決力を身につけるために、
「Awesome Sasebo!」、「卒業研究」などの科目を
配置する。

異文化を理解し、ホスピタリティ力、語学力を身に
つけるために、「外国文化事情」、「異文化理解演
習」、「比較文化研究」、「英語アクティブラーニン
グ」、などの科目を配置する。

円滑なコミュニケーションができる語学力を身に
つけるため、「多読演習」、「英会話」、「韓国語ラ
イティング＆グラマー」、「中国語検定」などの科
目を配置する。

自分のキャリアをデザインするための知識・スキ
ルを獲得し、社会の一員としての倫理観を身につ
けるために、「キャリアガイダンス」、「ビジネスマ
ナー」、「茶道文化」、「社会人基礎入門」などの科
目を配置する。

地域社会・国際社会の理解と振興についての考
え方を修得し、課題解決力を身につけるために、
「Awesome Sasebo!」、「卒業研究」などの科目を
配置する。

国際コミュニケーション学科のディプロマポリシー
心豊かな人間力

対話型授業を～、アクティブ・ラーニングの～、法令と専攻事例によって～、課題発見と課題解決を～、多角的な成績評価によって～、

シラバスによる目標・計画などの明確化、アクティブ・ラーニング、厳正な成績評価、ＧＰＡ・ポートフォリオを用いた到達度の総合評価

完成

専門的知識や技能 コミュニケーション能力 課題解決能力

カリキュラムポリシー

（実施の方針）

カリキュラムポリシー

（教育課程編成の方

社会人基礎入門Ｂ（茶道文化Ⅰ）／茶道文化Ⅱ／茶道文化Ⅲ／茶道文化Ⅳ／社会人基礎入門Ａ（地域と大学・ＡＳＰ）

発展

応用

定着

検証

実践

導入

準備

社会人基礎入門A（地域と大学・ASP）

茶道文化Ⅳ

茶道文化Ⅲ

茶道文化Ⅱ

心理学概論

茶道文化Ⅰ（社会人基礎入門B）

コンピュータリテラシー ビジネス文書

キャリアプランニング

比較文化研究

ホテル業論

日本語Ⅱ

ビジネスマナー

Awesome Sasebo！Ⅲ（応用）

Awesome Sasebo！Ⅱ（定着）

外国文化事情

コンピュータプレゼン

スポーツ実習

多読演習Ⅰ

英語／中国語／韓国語／日本語ライ

ティング＆グラマーⅠ

英語／中国語／韓国語／日本語ライ

英会話Ⅰ

英会話Ⅱ

英会話Ⅳ

英会話Ⅲ

韓国語Ⅰ 中国語Ⅰ

韓国語会話 中国語会話

中国語Ⅱ 韓国語Ⅱ

英語／中国語／韓国語／日本語検定

日本語Ⅰ

日本語会話Ⅱ

日本語会話Ⅰ

日本語会話Ⅲ

日本語会話Ⅳ

異文化理解演習

国際・時事研究

キャリアガイダンス

ホスピタリティビジネス

グローバル・リーダーシップ／実践グローバル・リーダーシップ

児童英語教授法

Awesome Sasebo！Ⅱ（準備・導入）

Awesome Sasebo！Ⅳ（発展）

Awesome Sasebo！Ⅴ（完成）

ギャップイヤー事前指導

ギャップイヤー事後指導

海外文化事情（留学）Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

インターンシップⅠ・Ⅱ・Ⅲ

インターンシップⅣ

実践Awesome Sasebo! （サービスラーニング）Ⅳ

アカデミックライティング

日本語教授法

キャリアデザイン力

卒業研究

インターンシップⅢ

実践Awesome Sasebo! （ｻｰﾋﾞｽﾗｰﾆﾝｸﾞ）

Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

スポーツ実習

総合日本語A・B

茶道文化Ⅳ

英会話Ⅳ

日本語会話Ⅳ

英語／中国語／韓国語／日本語アクティブラーニ

日本語教授法

日本語教授法

茶道文化Ⅲ 英語／中国語／韓国語／日本語演習 コンピュータプレゼン

日本語会話Ⅲ

英会話Ⅲ

キャリアプランニング

異文化理解演習

英会話Ⅰ

ビジネスマナー

ギャップイヤー事前指導

茶道文化Ⅰ（社会人基礎入門B）

社会人基礎入門A（地域と大学・ASP）

韓国語Ⅰ 中国語Ⅰ コンピュータリテラシー

外国文化事情

日本語会話Ⅰ

Awesome Sasebo！Ⅰ（準備・導入）

キャリアガイダンス

ビジネス文書

インターンシップⅡ

海外文化事情（留学）Ⅲ

２０１８ 国際コミュニケーション学科

履修系統図

Ｏｆｆｉｃｅ総合演習

Ｏｆｆｉｃｅ総合演習

多読演習Ⅰ

多読演習Ⅱ

多読演習Ⅲ

英語／中国語／韓国語／日本語演習

英語／中国語／韓国語／日本語演習Ⅱ

英語／中国語／韓国語／日本語検定

英語／中国語／韓国語／日本語検定

英語／中国語／韓国語／日本語アクティブラーニ



セメスター到達目標

1 豊かな教養を身につけている。
算数の教科、発達障害、音楽・造形表現に関する知識・技術を修得してい
る。
2 障害者福祉の技能をふまえ、インターンシップを通じて保育職業人のス
キルを身に付けている。
3 地域社会に貢献する意義を理解している。
自己肯定感を持つと共に、他者の言葉や気持ちを理解し、思いやりを
持った行動ができる。
4 保育現場において論理的な学びの成果を実践できる。
保育の課題について研究した内容を、適切な方法で社会に伝達すること
ができる。

2年後期

1 外国語、体育の強化、教育課程、音楽表現の保育内容、保育相談に関
する知識・技術を習得している。
2 家庭援助、世代間交流、看護をふまえ、インターンシップを通じ保育の
問題について多角的な視野をもって解決することができる。
3 保育職の社会的役割や倫理について認識している。
積極的な行動意思と協調性を併せ持ち、集団において仲間と協働するこ
とができる。
4保育の課題にについて適切な方法で分析をおこない、考察することがで
きる。

2年前期

1 情報機器の操作、生活・音楽の教科、保育経営、人間関係・言葉の保
育内容、心身の発達と学習過程に関する知識・技術を修得している。
2 児童文化をふまえ、インターンシップを通じて保育を根源的に理解する
ことができる。
3 保育職として貢献していく意思を持っている。
集団の中で適切な方法で意見交換をおこなうことができる。
4 保育の課題にについて必要な情報を収集するとともに仮説をたてること
ができる。

1年後期

1短期大学における学び、また実務経験からの保育の理解を定着させて
いる。
音楽・図画工作の教科、教職の意義、環境の保育内容に関する知識・技
術を修得している。
2 家庭福祉をふまえ、インターンシップを通じて保育の様々な場面での考
察ができる。
3 献身的精神を持っている。
集団の目的とルールを理解し、自らの役割を遂行することができる。
4 保育の様々な場面の中から自らの課題を抽出することができる。

1年前期

保育学科
保育専攻

1　保育現場において活用する語学とＰＣ
操作の科目を配置する。
保育職の意義、保育の基礎理論、幼児
の理解および幼児の活動を支援する方
法に関する科目を配置する

2　保育実践力を培うための科目を配置
する

3　幼児を取り巻く社会状況の認識や精
神文化についての科目を配置する

4　課題探求と総合的保育力を向上させ
るための科目を配置する

専攻科保育専攻の

ディプロマポリシー

（修了認定・学位授

与の方針）

Ⅰ 知識・専門技術・理解 （文化、社会、

自然、等）

豊かで幅広い教養を身に付けている。

保育に関する専門的知識・技術を修得

し、 子どもを取り巻く環境を社会認識に

よってとらえ正しく理解している。

教育内容・教育方法・学習方法については以下の通り定めます。

（１） 教育内容

全学共通の教養科目や各学科の専門科目を体系的に配列した教育課程の中で、必修科目や選択科目の内容に沿った教育を実施します。

（２） 教育方法・学修方法

学期（セメスター・クォーター）毎に、講義、演習、実習、実験、実技を適切に配置し、全授業形態を通してアクティブラーニング型授業の展開に努めます。

学生の学び(学修成果)の確認と定着を促すために、各種の試験・課題・レポート等による多元的な評価を行い、結果を迅速に学生にフィードバックするよう努めます。

保育実践の総まとめ科目 保育実践特別研究Ⅳ 学修総まとめ科目 修了研究Ⅳ
総
ま
と
め

探
究

基
礎

Ⅱ 汎用的技能 （コミュニケーションス

キル、数量的スキル、問題解決能力

等）

保育の様々な場面で問題を多角的かつ

根源的に理解・分析し、解決していく力

を身につけている。

Ⅲ 態度・志向性 （自己管理力、チーム

ワーク、倫理観、社会的責任 等）

地域の発展・向上に寄与する使命感を

持ち、協働の意識とマナーを身につけ、

保育の現場を支えることができる。

Ⅳ 総合的な学習経験と創造的思考力

体系的な学習と現場での経験を保育実

践力として総合し、保育の様々な課題

を探究し続ける思考を持っている。

カリキュラムポリシー

（実施の方針）

カリキュラムポリシー

（教育課程編成の方

針）

保育学科保育専攻の教育課程を基礎とする

その他の

専門教育

科目

課題探究

修了研究

ⅠⅡⅢ

その他の基礎科目

精神文化子どもと道

徳/ホスピタリティ論

インター

ンシップ

制を支援

する科目

保育実践

力

保育実践

特別研究

ⅠⅡⅢ

その他の専門教育科目

福祉

障害福祉論/子ども家庭援助

技術特論/子ども家庭福祉特

教育課程

及び指導

法に関す

る科目

支援方法

保育内容

研究（表

現音楽

ⅠⅡ）（表

現造形

ⅠⅡ）（人

間関係）

（環境）

（言葉）
教職の基

礎理論に

関する科目

原理と子ど

も理解

保育原理

特論/発達

障害各論/

心身の発

達と学習過

教科に

関する科

目

保育技

能幼児

国語/幼

児算数/

幼児生

活/音楽

研究

ⅠⅡ/図

画工作

研究

ⅠⅡ/体

育研究

教職の意

義等に関す

る科目意義

教育職員

免許法施

行規則第

６６条の６

に定める

科目

語学とＰ

Ｃ幼児英

語指導法

/実践コン

生徒指

導、教育

相談及

び進路

指導等

に関する

科目

臨床心

理学特

論/保育

その他

の専門

教育科

目

教養

生涯ス
教育課程及

び指導法に

関する科目

総合的

カリキュラ

その他の

専門教育

科目

世代間交

流論/保

その他の

専門教育

科目

児童文化

展
開

２０１８ 専攻科保育専攻

履修系統図


